
第６回　Ａ科　コンピュータ基礎および演習Ⅰ

平成１１年５月２４日

３時限～４時限

１． 前回アンケート調査結果について

並行してディジタルカメラを使ったスナップ写真の撮影を行います。

２． お絵描きソフト（ペイント）

（１） 起動と終了
（２） 基本操作
（３） ファイルへ保存

３． ファイル形式の変換（ペイントショップ）

（１） 起動と終了
（２） 基本操作
（３） ファイルへ保存

小休止

４． 画像の編集（ペイントショップ）

（１） ディジタルカメラを使った画像の入力
（２） イメージスキャナを使った画像の入力
（３） 画像の編集

５． アンケート調査



６． 連絡事項

（１） ホームページの宿題

各自のホームページを作成し、WWW サーバへ登録しなさい。内容は自由ですが、他

人にとって有益な情報を提供する努力をしてください。また、すべてオリジナルである

ことを条件とします。

（内容） 自由（ただし、オリジナルであること）

（〆切） ６月５日（土） １６：４０

（提出方法） ＷＷＷサーバへ登録

ｈｔｔｐ：／／ｖｅｎｕｓ／～９９ｋａ９９９／の指定によって、他人から見

えるようにしておくこと（９９９は各自の学籍番号の下３桁）。

（２） ホームページコンテスト

ホームページコンテストを、下記の要領で実施します。

（コンテスト期間） ６月７日（月）～６月１２日（土）

コンテスト期間中は、ホームページを書き換えないようにし

てください。

（評価方法） ６月７日（月）の授業時に、評価表を配布します。５段階評

価で相互採点を行います。コンテスト期間中、空いている

時間を見つけて、全員の評価をつけてください。

（評価の提出） Ｅｘｃｅｌのワークシートに評価を入力し、レポートシステムを

使って提出します。具体的な操作は、６月７日（月）の授業

時に説明します。

（評価の提出〆切） ６月１２日（土） １６：４０



１． 本日の実習全体の流れ

前回の授業で、フォルダｈｏｍｅｐａｇｅの中に各自のホームページを作成した。フォル

ダ（　ｈｏｍｅｐａｇｅ　）の中には、少なくとも３つのファイルが存在している。

ｉｎｄｅｘ．ｈｍｔ ホームページを記述したHTML
ｆｕｊｉ．ｊｐｇ 画像のファイル

ｔａｎｐｏｐｏ．ｊｐｇ 画像のファイル

作成したホームページが、他の人からも見えるようにＷＷＷサーバへ登録した。登

録先は、フォルダｐｕｂｌｉｃ＿ｈｔｍｌの中に入れた。

今日の授業は、画像作成および編集方法について説明を行う。

ペイント ディジタルカメラ

イメージスキャナペイントショップ

画像

お絵描き、画像編集ソフト 画像入力装置



２． ペイントを使ったお絵描き

ペイントの起動は、［スタート］［プログラム］［アクセサリ］［ペイント］の順にクリックし

ます。



ペイントが起動すると、以下の画面が表示されます。

ツールを使って、適当な絵を描いてみましょう。



ホームページで利用する領域を選択します。

［編集］［ファイルへコピー］の順にクリックします。［ファイル］メニューを選ばないこ

と。



ファイルの種類の▼をクリックし、２５６色を選びます。

ファイル名を入力します。この例では、ｐｉｃｔｕｒｅという名前にしてあります。

これで、画像ができあがりました。［ファイル］［ペイントの終了］の順にクリックし、終

了します。

（注意）画像の保存は、［ファイル］［名前をつけて保存］を使っても行えますが、ペイ

ントの画面全体が保存され、巨大な画面になります。ホームページ用に利用する画

像は、必要最小限の大きさにします。



３． 画像の形式変換手順

Ｗｉｎｄｏｗｓの世界でお絵描きを行うためには、ぺイントを使うことが一般的です。ペイ

ントは、Ｗｉｎｄｏｗｓに添付されているソフトウェアだからです。機能はシンプルですが、

ホームページの画像を作るために活用できます。

ただし、ペイントで作成した画像はホームページで扱える形式でないため、そのまま

では使えません。

ホームページで扱える画像は、ジェイペグ（ｊｐｇ）もしくはジフ（ｇｉｆ）形式です。したがっ

て、ペイントで作成したファイルを、ホームページで表示できる形式に変換する必要

があります。このような変換を行う方法はいくつかありますが、教育システムでは、ペ

イントショップを利用する方法が便利です。

ｇｉｆは、お絵描きソフトで作成した絵を保存するときに使います。

ｊｐｇは、写真を保存するときに使います。

自宅でペイントが利用できれば、自宅で絵を作成し、学校で形式を変換することによ

ってホームページに表示できる画像を効率良く作成することができます。活用してく

ださい。くれぐれも絵の大きさは、必要最小限にすることを忘れないでください。

ペイント

ビットマップ形式（ｂｍｐ）

のファイルを生成

Ｗｉｎｄｏｗｓに添付さ

れているソフト

ペイントショップ

ｇｉｆもしくはｊｐｇ形式で

保存

ビットマップ形式のフ

ァイル

ホームページには使

えない。



４． ペイントショップの起動

［スタート］［プログラム］［Paint Shop Pro］［Paint Shop Pro 4.2J］の順にクリックし
ます。



しばらくすると、ワンポイントが表示されます。［閉じる］をクリックします。

ヒストグラムのウインドウも、今は使いませんので［×］をクリックします。



５． ファイルの読み込み

ペイントで作成した絵を、ペイントショップに読み込みます。［ファイル］［開く］の順にク

リックします。

ペイントの例で保存したｐｉｃｔｕｒｅを選択し、［開く］をクリックします。



ペイントで描いた絵が表示されます。

［ファイル］［名前をつけて保存］の順にクリックします。



ファイルの種類の▼をクリックし、ＧＩＦを選びます。

ファイル名は自動的に、ｐｉｃｔｕｒｅ．ｇｉｆになります。［保存］をクリックします。

これで、ｇｉｆ形式への変換が完了です（要するに、読み込んで保存するだけです）。



６． 画像のサイズ変更

イメージスキャナで入力した画像やディジタルカメラで撮影した画像は、ホームペー

ジで扱うには大きすぎることがあります。画像全体の大きさを小さくすることによって、

ファイルの大きさを小さくすることができます。

［ファイル］［開く］の順にクリックします。例では、Ｄドライブにある、Ｄｓｃｆ０００２．ｊｐｇ

を選択します。この画像の大きさが、画像情報の欄に表示されています。［開く］をク

リックします。



［イメージ］［リサイズ］の順にクリックします。

１／４にしたければ、［カスタム］をクリックし、３２０と２４０に変更し［ＯＫ］をクリックし

ます。



このようにして大きさを小さくすることができます。

［ファイル］［名前をつけて保存］をクリックし、適切な名前で保存してください。



７． イメージスキャナを使った画像の入力

イメージスキャナは、印刷されたものを画像として入力するための装置です。たとえ

ば、写真、書籍、スケッチブックなどを入力することができます。教育システムで利用

できるスキャナは、最大で A4の大きさの原稿まで入力することができます。

スキャナを利用するときは、パソコンの電源を入れる前に必ずスキャナの電源を入

れておく必要があります。後からスキャナの電源を入れた場合は、スキャナが認識さ

れません。このような場合は、パソコンの電源をいったん切り、スキャナの電源を入

れてから、パソコンの電源を入れるようにしてください。

スキャナは、ペイントショップから利用できます。［ファイル］［ＴＷＡＩＮ対応機器からの

入力］の順に、クリックします。



しばらくすると、以下のウインドウが表示されます。

入力する原稿に合わせて、スキャンモード、スキャン解像度などを調整します。この

例では、スキャンモードは［カラー］、スキャン解像度は［７５ｄｐｉ］にしました。原稿をス

キャナにセットし、［プレビュー］をクリックします。



読み込みたい領域を指定し、［スキャン］をクリックします。



読み取った画像が、ウインドウに表示されます。



［ファイル］［名前をつけて保存］の順にクリックします。ファイルの種類は、JPG をク
リックします。

この例では、ファイル名をｐｈｏｔｏにし、［保存］をクリックします。
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